






































































て、徳川陵高に大政山本還を決意せ℃めた維新の立役者である。そ 功により彼は大坂府知事に抜棚倍され のであろう。当時なお廃薄紅県以前であるから、 の地位は大名格以上のものであったと思う因に隣の兵時県知事は伊藤博文であった。
Am悶締局の設践に呼応して、後藤知事は日本で最初の総合大学を大坂

































































































































































































































代内閣総理大誌に就任、伊藤に共鳴した森有礼が初代文部大院となる。森は翌十九年一一一月帝関 学令を制定し 司法省の東京法学校及び工部省の工部大学校を東京大学に併合して、大学院及び法・医・工・文・理の五分科大学を抑する帝関大学を設立した。同時に東京大学予備門を第二両等中学校、大阪の大学分校を第三高等 と改称、情陪大学への二大設竜門とする。明治ニ十年には第一一(仙台)、第四(金沢)及び第五(熊本)の一一校を増設し、森文相 志向する衛問大学の中央集権化が確立す 。当時公立医学校は二十一一一校もあったが、文部省は千葉、仙台、岡山 金沢及び熊本の各医学校をそれぞれ第一、二
四及び第五高等中学


































































































































































































































































































































































































た。阪大のみならず、国立迎科系総合大学 北海道と名古康と共に、新制大学移行前の由線浪人救済が目的であ たようである。最初今村総長が法文 部長を代行していたが、東京大学の桑田芳蔵 誉教授が学部長に任命された。新設学科では当時五年間停年梢が猶予されていたのである。
大阪府立浪速高等学校は悶へ移管される予定となっていたので、大
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